
様式第１号（第６条関係）

鹿嶋市長　　　　　　　　　　様

申請者　 住　　所 （所在地）
氏　　名 （団体等名称）

（代表者職氏名）

本件責任者 氏　 名
連絡先

本件担当者 氏   名
連絡先

１　補助事業の名称

２　補助金の申請金額

３　付記事項

４　添付書類
（１）補助事業計画書（様式第１号その１）
（２）収支予算書（様式第１号その２）
（３）補助事業経費内訳書（様式第１号その３）
（４）補助事業資金計画書（様式第１号その４）
（５）申請者及び事業に関する調書（様式第１号その５）
（６）使用する物件の仮賃貸借契約書の写し
（７）補助事業に係る経費の見積書の写し
（８）事業を行うに当たり許可が必要である業種の場合は許可書の写し
（９）法人にあっては定款の写し
（１０）使用する物件の外観及び内観の写真
　　　（改修費の補助申請者については改修予定箇所がわかるもの）
（１１）使用する物件の位置図及び平面図

　　　　　　年　　　月　　　日

補　助　金　交　付　申　請　書

記

　令和５年度鹿嶋市チャレンジショップ支援事業補助金の交付を受けたいので，関係書類を
添えて下記のとおり申請します。

令和５年度鹿嶋市チャレンジショップ支援事業補助金

金　　　　　　　　円

私（法人等の場合は，当該法人及びその代表者）は，商工観光課が，市税等の納付状況に関する

情報について，補助金申請に必要な範囲で，市税等徴収担当課から提供を受けることに同意します。

申請者 住所（団体の所在地）

氏名（団体等の名称及び代表者の職氏名）

住所（代表者の住所）
氏名（代表者の氏名）
代表者の生年月日（ 年 月 日）

※情報提供に同意しない場合は，納税証明書（市税に未納がないこと。）を添付してください。



様式第１号その１（第６条関係）

１　事業名

２　補助事業費 円

３　店舗所在地

４　出店の動機・事業の目的

５　出店の業種・業態

６　期待される効果

７　着手及び完了の予定日 (1)着手予定日 　　年　　月　　日
(2)完了予定日 　　年　　月　　日

　※店舗改修の場合はその着工期間，店舗賃借料の場合は年度内の店舗借用期間を記載
８　補助金の算出基礎等

(1)補助金の算出基礎

併用の場合，

(2)補助対象外経費の明細

９　付記事項

　　　　　　　　　　　　　　円

申請限度額3,000,000円

　　　　　　　　　　　　　　円

　　　　　　　　　　　　　　円

円（E2）

補助率(D) 又は限度額
補助率1/2

限度額3,000,000円

（Ｃ）×（Ｄ） 円（E1)

（E1+E2）

※　補助金申請額は１，０００円未満を切り捨てること。

合　　　計

（Ｂ） 　円

店舗改修費 店舗賃借料

金　　　額

　円 　円

補助対象外経費

補助金申請額 　円

　円

　　　　　　　　　　　　　　円

　円

補助対象外経費の項目

補助対象経費
（Ａ）－（Ｂ）

（Ｃ） 　円

補助率10/10
限度額月額100,000円

補助事業費

補　　助　　事　　業　　計　　画　　書

令和５年度鹿嶋市チャレンジショップ支援事業補助金

（Ａ）



様式第１号その２（第６条関係）

１　収入予算

２　支出予算

※　この収支予算書は，補助事業に係る収支のみ計上すること。

収　　支　　予　　算　　書

店舗改修費

店舗賃借料

店舗賃借料

市
補
助
金

売上高

科　　　目

（単位　円）

自己資金

予　算　額 摘　　　要　（積算基礎）

店舗改修費

合　　計

金融機関等からの借入金

科　　　目

（単位　円）

予　算　額 摘　　　要　（積算基礎）

合　　計



様式第１号その３（第６条関係）

金額
単価×数量＝金額

補助対象経費計

補助対象外経費

区分 種別 内容

補助対象外経費計

合　計

（単位　円）

補　助　事　業　経　費　内　訳　書

※　金額の「合計」欄の数値は，収支予算書の支出予算の合計欄の数値と一致するものであること。

金額の積算基礎

補助対象経費



様式第１号その４（第６条関係）

第１ 第２ 第３ 第４ 出納整
予算額 四半期 四半期 四半期 四半期 理期間

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 ４～５月

支 科

出 目

（C1) （C2) （C3) （C4) （C5)

（D1) (D2) (D3)

(C1)+(C2) (D1)+(C3) (D2)+(C4) (D3)+(C5)

合　　　計

市補助金

合　　　計 （Ｂ）

資金過不足額　（累計） （D)

補　助　事　業　資　金　計　画　書

（単位　円）

科
　
　
　
　
目

（C）

区　　　　　　　　分

　（Ａ）

収
　
　
　
　
入

資金過不足額　(B）－（Ａ）


